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厚生常任委員会 
 

令和５年１２月１１日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

   ◎溝部真紀子      ○小城 世督      横田 敏文 

    宮﨑 和彦       濱 眞理子      奥村 容子 

中 川 議 長  

 

２．理事者出席者     

町     長  中西 和夫    副 町 長  加藤 惠三 

総 務 部 長  西巻 昭男    住民生活部長  栗本 公生 

住民生活部次長  北  典子    福 祉 課 長  中原  潤

同 課 長 補 佐  細川 友希    子育て支援課長  中尾 歩美

同 課 長 補 佐  上山 泰史    健康対策課長補佐  田口三十士

国保医療課長  猪川 恭弘    環境対策課長  東浦 寿也

同 課 長 補 佐  乾  裕貴    住 民 課 長  峯川 敏明 

同 課 長 補 佐  石本 清里  

 

３．会議の書記 

議会事務局長         佐谷 容子     同  係  長  吉川 也子 

 

４．審査事項 

   別紙のとおり 
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開会（午前９時） 

署名委員  濱委員、奥村委員 

 

おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、厚生常任委員会を開会し、

本日の会議を開きます。 

初めに、町長の挨拶をお受けします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名します。 

会議録署名委員に、濱委員、奥村委員のお二人を指名します。お二人にはよ

ろしくお願いします。 

本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおりです。 

初めに、１．付託議案、（１）議案第３７号 斑鳩町保育の実施に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 中尾子育て支援課長。 

 

おはようございます。 

それでは、議案第３７号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する

条例についてご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読します｡ 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本議案の内容につきましては、議案書の末尾の要旨をもって説明にかえさせ

ていただき、条例改正文、新旧対照表の朗読は省略させていただきますので、

よろしくお願いいたします。恐れ入りますが、議案書末尾の条例（要旨）をご

覧いただけますでしょうか。 

今回の条例改正は、国における特定教育・保育施設等の利用者負担額及び公
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定価格の改定に伴い、所要の改正を行うものであります。改正内容であります

が、階層区分第８階層における３歳未満児の保育料を子ども・子育て支援法施

行令第４条に定める額の８０％とするものです。 

施行期日でありますが、令和６年４月１日から施行いたします。また、改正

後の規定は、令和６年４月１日以後の保育料について適用し、同日前の保育料

については、なお従前の例によることといたします。 

以上、議案第３７号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例

についての説明とさせていただきます。委員皆さまには、よろしくご審議を賜

りまして、原案どおり可決いただきますようよろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 濱委員。 

 

特に反対をするわけじゃないんですけども、この第８階層の方は、何人ぐら

いいらっしゃるのですか。 

 

中尾子育て支援課長。 

 

現在入所されている方で申しますと６名いらっしゃいます。内３名について

は、お二人目のお子さんになりますので実質の保育料は４分の１になります。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 
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異議なしと認めます。よって、議案第３７号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（２）議案第４１号 令和５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４号）についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 猪川国保医療課長。 

 

おはようございます。それでは、議案第４１号 令和５年度斑鳩町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第４号）について、ご説明を申しあげます。 

はじめに議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

今回の補正予算は、人事異動等に伴います人件費所要額の補正と保険財政安

定化支援事業の確定に伴います国民健康保険事業費納付金の増額等に関するも

ので、歳入歳出それぞれ４２０万４千円を減額し、歳入歳出それぞれ３０億

４，８７０万３千円とするものでございます。 

それでは、補正予算書の予算に関する説明書に基づき説明申しあげます。 

補正予算書の７ページをお開きいただきたいと思います。はじめに歳入でご

ざいます。第５款 繰入金、第１項 他会計繰入金、第１目 一般会計繰入金

であります。人事異動等に伴います人件費所要額で５４１万７千円の減額、県

に納付します令和５年度財政安定化支援事業分納付金の確定に伴います、その

繰入金として１２１万３千円の増額、合計で４２０万４千円の減額補正をお願

いするものでございます。 

続いて歳出でございます。９ページをお願いします。まず、第１款 総務

費、第１項 総務管理費、第１目 一般管理費であります。歳入で申しあげま

した人件費所要額で、５４５万１千円の減額補正をお願いするものです。 

次に、第２項 徴税費、第１目 賦課徴収費で、同じく人件費所要額で３万

４千円の増額補正をお願いするものであります。最後に、第３款 国民健康保

険事業費納付金、第１項 医療給付費分、第１目 一般被保険者医療給付費分

で、歳入でご説明いたしました令和５年度財政安定化支援事業分納付金の確定
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に伴いまして、１２１万３千円の増額補正をお願いするものであります。 

それでは、１ページにお戻りいただけますでしょうか。予算総則を朗読いた

します。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

以上で、議案第４１号 令和５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第４号）についての説明とさせていただきます。何卒温かいご審議を賜り

まして、原案どおり可決いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第４１号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（３）議案第４２号 令和５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 中原福祉課長。 

 

それでは、議案第４２号 令和５年度 斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 
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（ 議案書朗読 ） 

 

今回の補正の内容につきましては、人事院勧告及び人事異動等による人件費

の補正に伴う費用、介護保険報酬改定等にかかるシステム改修に伴う費用、ま

た、地域支援事業費で、介護予防・日常生活支援総合事業の給付総額、介護予

防ケアマネジメント費が当初見積りを上回ることに伴う負担金補助及び交付金

の費用等の予算補正に関するものであり、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額

に、歳入歳出それぞれ７３０万６千円を追加し、歳入歳出それぞれ２８億２，

０２８万３千円とするものであります。それでは、恐れ入りますが、補正予算

書の７ページ、８ページをお開きいただけますでしょうか。 

はじめに、歳入予算の補正についてであります。第３款 国庫支出金、第２

項 国庫補助金では、第７目 介護保険事業費補助金で、介護報酬改定等に伴

う介護保険システム改修のための補助金を受け入れるため２９万７千円の増額

補正をお願いしています。次に、第８款 繰入金、第１項 一般会計繰入金で

は、第２目 地域支援事業費繰入金（包括的支援事業・任意事業）で人事院勧

告等に伴う人件費として５６万８千円の増額補正を、第３目 地域支援事業費

繰入金（総合事業）で、人事院勧告等に伴う人件費の増額補正と、介護予防・

日常生活支援総合事業費が当初見積りを上回ることに伴う費用等として９６９

万２千円の増額補正を、第４目 地域支援事業費繰入金（高齢者保健事業と介

護予防の一体的事業）で人事院勧告等に伴う人件費として１５万９千円の増額

補正を、第５目 その他一般会計繰入金で、人事院勧告等に伴う人件費の減額

補正と介護報酬改定等に伴う介護保険システム改修のための増額補正を合わ

せ、合計として３４１万円の減額補正をお願いしています。 

９ページ、１０ページにお移りいただけますでしょうか。続いて、歳出予算

でございます。第１款 総務費、第１項 総務管理費で、歳入で申しあげまし

た人事院勧告等に伴う人件費の減額補正と介護報酬改定等に伴う介護保険シス

テム改修の増額補正を合わせ、合計として３１１万３千円の減額補正をお願い

しております。次に、第４款 地域支援事業費においては、人事院勧告等に伴

う人件費について、それぞれの費目において計上していますほか、歳入で申し

あげました介護予防・日常生活支援総合事業費が当初見積りを上回ることから 
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第１項 介護予防・生活支援サービス事業費、第１目 介護予防・生活支援サ

ービス事業費で８８４万５千円の増額補正を、また、要支援者及び総合事業対

象者の増加により、介護予防ケアマネジメント費が当初見積りを上回ること等

から、第２目 介護予防ケアマネジメント費、第１８節 負担金補助及び交付

金で７６万３千円の増額補正をお願いしております。 

恐れ入りますが、１ページにお戻りいただけますでしょうか。 

予算総則書を朗読いたします。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

以上、議案第４２号 令和５年度 斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）についての説明とさせていただきます。何とぞよろしくご審議いた

だきまして、原案どおり可決いただきますようお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。  

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第４２号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（４）議案第４５号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 猪川国保医療課長。 

 



 - 8 - 

国保医療

課長 

 

 

 

 

国保医療

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議案第４５号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

について、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

それでは、条例の改正内容につきましてご説明を申しあげます。 

議案書末尾の条例（要旨）をごらんください。条例本文、新旧対照表の朗読

につきましては省略をさせていただき、本要旨をもちまして説明にかえさせて

いただきますので、ご了承賜りますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

今回の国民健康保険税条例の一部改正につきましては、出産予定又は出産し

た被保険者の産前産後期間の所得割額及び被保険者均等割額が減額される措置

が、令和６年１月１日から施行されますことから、本条例において所要の改正

を行うものでございます。 

１．改正内容でございますが、（１）産前産後期間における出産被保険者の

国民健康保険税の所得割額及び被保険者均等割額の減額措置の導入です。条例

第２１条に第３項として新たに規定を追加するものです。国民健康保険税の納

税義務者の属する世帯内に、出産被保険者がある場合は、単胎妊娠の場合は、

出産予定日の属する月の前月から翌々月までの４か月分、多胎妊娠の場合は３

か月前から翌々月までの６か月分につきまして、当該出産被保険者の所得割額

及び被保険者均等割額を減額するものです。なお、被保険者均等割額が７割、

５割、２割の軽減措置を受けられている世帯の場合については、出産被保険者

に係ります、その軽減後の均等割額から減額されることとなっております。 

次に、（２）出産被保険者に係る届出であります。条例第２２条の２の次に

第２２条の３として新たに規定を追加しております。国民健康保険税の納税義

務者は、世帯に出産被保険者が属する場合は、氏名、出産予定日等を届け出る

必要があることを規定しております。 

最後に、２．施行期日等でございます。（１）施行期日は、令和６年１月１

日から施行することとしております。（２）適用区分としまして、令和５年度

分の国民健康保険税のうち、令和６年１月以後の期間に係るもの及び令和６年
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度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和５年度分の国民健康保

険税のうち令和５年１２月以前の期間に係るもの及び令和４年度分までの国民

健康保険税については、従前の例によるものでございます。 

以上、議案第４５号、斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いてのご説明とさせていただきます。何とぞ温かいご審議を賜りまして、原案

どおり可決いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 

中川議長。 

 

これは他の保険、社会保険、共済保険、いろいろあると思うねんけど。その

他の保険も同じ、同等の改正が行われているのかだけ教えていただけますか。 

 

猪川国保医療課長。 

 

その辺のはっきりとした情報が、私、今、持っておりませんけども、おそら

く社会保険のほうがすでに先行してそういった減額措置を実施する中で、同じ

ような考え方をもって国民健康保険税のほうも対応するということで、この１

月１日から始まる形になっていると思います。 

 

 昔、私らが２０歳そこそこのとき、出産一時金、社会保険は３０万もらえ

る。国民健康保険は１０万円しかもらえなかったということがありましたので

ね。同じ住民で、保険によって得する、損するというようなことがあっても困

りますんで。そこらまた、もしかまたわかるんやったら一応確認だけしといて

もらえたらと思いますんで、よろしくお願いします。 

 

今、おっしゃっていただきましたように、確認させていただきます。 

 

ほかにございませんか。 
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（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第４５号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（５）議案第４６号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例につい

てを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 峯川住民課長。 

 

それでは、議案第４６号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例につい

て、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本条例の改正内容につきまして、議案書末尾の要旨により説明させていただ

き、条例改正文、新旧対照表の説明は省略をさせていただきますので、ご了承

いただきますようお願いいたします。 

恐れ入りますが、議案書末尾の要旨をご覧いただけますでしょうか。 

本条例の改正につきましては、戸籍法の一部改正に伴い、本籍地以外での戸

籍謄本等の交付、いわゆる広域交付や戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号

の発行、戸籍の届書等情報内容証明書の交付及び閲覧が可能となることから、

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正の内容に準じまして、本

条例において所要の改正を行うものであります。 

改正内容についてでございますが、まず、（１）戸籍謄本等の広域交付に伴
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委員長 

 

 

議 長 

 

 

 

委員長 

 

住民課長 

う改正としまして、自らや父母等の直系親族の戸籍につきまして、本籍地の市

区町村以外の市区町村の窓口でも、戸籍謄本等の交付請求が可能となるため、

本籍地が斑鳩町以外の市区町村の戸籍謄本等の交付事務を追加するものでござ

います。続きまして、（２）戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行に

伴う改正としまして、オンラインによる行政手続きにおきまして、戸籍（除

籍）電子証明書提供用識別符号を行政機関に提出することによりまして、行政

機関が戸籍（除籍）電子証明書（電子的な戸籍記録事項の証明情報）を取得す

ることが可能となるため、戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行事務

等を新設するものでございます。最後に、（３）届書等情報内容証明書の交付

等に伴う改正としまして、婚姻届や死亡届などの戸籍の届書等の情報（届書等

の書類を画像情報として作成したもの）の内容に係る証明書の交付請求や、届

書等情報の内容を出力したものの閲覧請求が可能となりますため、届書等情報

の内容の証明書の交付事務及び届書等情報の内容を表示したものを閲覧に供す

る事務を追加するものでございます。 

次に、施行期日につきましては、改正戸籍法が令和６年３月１日に施行され

ますことから、同日に施行するものでございます。 

以上、議案第４６号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例についての説

明とさせていただきます。委員皆さまには、よろしくご審議を賜りまして、原

案どおり可決いただきますようよろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 

中川議長。 

 

本籍地以外、例えば斑鳩が本籍ではない、他府県から、今までやったら取り

にいかなあかんものを、今、斑鳩で取れるいうことになるっていうふうに思う

けど、住民さんの負担は今までと同じでええのかな。費用は。 

 

峯川住民課長。 

 

費用につきましては、広域交付につきましては、今まで同じ本籍地で取るの
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住民課長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

住民課長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

住民課長 

 

 

 

 

委員長 

と同じ額、４５０円ということで変わりはございません。 

 

例えば大阪に本籍地があって、斑鳩から大阪へいってもろてきて、斑鳩を経

由して住民さんに渡ると思うねんけども、ちがうんかな、そういう考え方で。

町としての負担は増えへんの。 

 

本籍地が今、大阪にある方に関しましても、斑鳩町のほうで広域交付の申請

をいただきまして、斑鳩町からシステムのほうに入りまして、大阪の本籍地の

戸籍を出力しまして交付しますので、費用についても斑鳩町に入るという形に

なります。住民さんの負担としましては、今まででしたら大阪のほうに行かな

くてはいけなかったというところもありますけど、それをすべて出生から死亡

まで斑鳩町のほうで出力して、交付するということができるようになります。 

 

そうなるけど、町の負担て、何が増えるのかなということを教えてほしい。 

 

町の負担としましては、やはり、今まででしたら本籍地だけの交付というこ

とになりましたけども、大阪であったり、出生から全てですね、追っていっ

て、大阪の前は京都とか、ほかの市町村も含めてすべてを斑鳩町で交付すると

いうことになりますので、交付するのに多少時間が、謄本とかを出してする必

要がありますので、時間がかかるということはありますので、職員の、そうい

うところで負担になるということはありますけども。 

 

費用面の負担はないいうこと、職員の負担だけで。 

 

費用面につきましては、斑鳩町で特に新たに広域交付に伴ってやるというこ

とはありません。システム等の改修につきましては、今までやってきてまし

て、国等の補助を全部受けてやっておりますけれども、それ以外で斑鳩町が特

別に負担するということはございません。 

 

ほかにございませんか。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第４６号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、２．継続審査を議題とします。 

（１）環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することについて、理事

者の報告を求めます。 東浦環境対策課長。 

 

環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することについてでございます

けれども、前回の委員会以降、ご報告をさせていただく事項はございません。 

以上、環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することにつきましての

ご報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します 

継続審査については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わり

ます。 

次に、３．各課報告事項を議題とします。 

（１）議案第４０号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）につ

いて、理事者の報告を求めます。 中原福祉課長。 
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それでは、議案第４０号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）

につきまして、住民生活部が所管する内容について、ご説明申しあげます。 

まず、歳入からご説明いたしますので、補正予算書の９ページから１０ペー

ジをお開きいただけますでしょうか。 

はじめに、第１５款 国庫支出金、第１項 国庫負担金では第１目 民生費

国庫負担金の第２節 障害福祉費負担金で、障害者の介護給付・訓練等給付費

や障害児福祉サービス給付費が当初見積りを上回ることから、あわせて２，１

８０万円の増額をお願いするものです。次に、第２項 国庫補助金では第１目 

総務費国庫補助金の第２節 戸籍住民基本台帳費補助金で、住民票等に個人氏

名のふり仮名が追加されることに伴う住民基本台帳システム等改修費用が補助

対象となることから、社会保障・税番号制度システム整備費補助金６９４万１

千円の増額、第２目 民生費国庫補助金の第２節 障害福祉費補助金で、障害

福祉サービス等報酬改定に伴うシステム改修費用が補助対象となることから、

地域生活支援事業費補助金５９万４千円の増額をお願いするものです。 

次に、第１６款 県支出金、第１項 県負担金では、第２目 民生費県負担

金の第３節 障害福祉費負担金で、国庫負担金と同様の理由により、あわせて

１，０９０万円の増額をお願いするものであります。次に、第２項 県補助金

では、第２目 民生費県補助金の第２節 児童福祉費補助金で、子ども医療費

の助成が当初見積りを上回ることから、７１５万円の増額、第３節 障害福祉

費補助金で、精神障害者医療費の助成が当初見積りを上回ることから、５５万

円の増額をお願いするものであります。以上が、歳入の補正内容であります。 

１５ページ、１６ページをお願いいたします。続きまして、歳出予算の補正

についてであります。本補正予算では、本年の人事院勧告及び人事異動等によ

る人件費の補正をそれぞれの費目において計上しております。 

主な歳出の内容につきましてご説明いたします。はじめに、第２款 総務

費、第３項 戸籍住民基本台帳費では、歳入で申しあげました住民票等に個人

氏名のふり仮名が追加されることに伴う住民基本台帳システム等の改修に伴

い、第１２節 委託料で６９４万１千円の増額をお願いするものであります。 

１７ページから１８ページをお願いいたします。次に、第３款 民生費、第
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１項 社会福祉費では、第１目 社会福祉総務費で人件費の補正と、第２７節 

繰出金で、国民健康保険事業特別会計における人件費の予算補正と、国保財政

安定化支援事業分納付金の確定に伴う繰出として、あわせて４２０万４千円の

減額をお願いするものです。第２目 国民年金事務取扱費では、人件費の補正

をお願いしております。第４目 老人憩の家運営費では、会計年度任用職員を

継続して任用したことなどに伴い、第１節 報酬で、臨時職期末手当１６万８

千円の増額、第３節 職員手当等で、臨時職期末手当１４万円の増額、第４節 

共済費で、臨時職共済組合負担金４８万５千円の増額をお願いするものです。 

１９ページから２０ページをお願いします。第５目 医療対策費では、第１

９節 扶助費で、歳入で申しあげました子ども医療費や精神障害者医療費の助

成が当初見積りを上回ることから、あわせて２，１３０万円の増額をお願いす

るものです。第７目 障害福祉費では、第１２節 委託料で、歳入で申しあげ

ました障害福祉サービス等報酬改定に伴うシステム改修を行うことから１１８

万８千円の増額、第１８節 負担金補助及び交付金で、他市町に所在する地域

活動支援センターに通う利用者が増加したことから、入所負担金３１万１千円

の増額、第１９節 扶助費で、歳入で申しあげました障害者の介護給付・訓練

等給付費や障害児福祉サービス給付費が当初見積りを上回ることから、あわせ

て４，３６０万円の増額をお願いするものです。第９目 介護保険事業繰出費

では、第２７節 繰出金で、介護保険事業特別会計における人件費の予算補正

と、介護予防・日常生活支援総合事業費等が当初見積りを上回ることなどに伴

う繰出として、あわせて７００万９千円の増額をお願いするものです。 

次に、第２項 児童福祉費では、第１目 児童福祉総務費で、人件費の補正

をお願いしております。第２目 保育園費では、人件費の補正と会計年度任用

職員の増員等に伴い、第１節 報酬で、あわせて３４５万２千円の増額、第２

節 給料で、臨時保育士給料１７７万７千円の減額、第３節 職員手当等で、

臨時職地域手当１１万９千円の減額、臨時職通勤手当１４万５千円の増額、臨

時職時間外勤務手当７３万２千円の増額、２１ページから２２ページで、臨時

職期末手当１万９千円の減額、第４節 共済費で、臨時職共済組合負担金４７

万２千円の減額、社会保険料等４０万５千円の減額、第８節 旅費で、費用弁

償３１万８千円の増額、また、第１０節 需用費で、物価高騰に伴い、保育園
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国保医療

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食に係る賄材料費３７２万４千円の増額をお願いするものです。 

次に、第４款 衛生費、第１項 保健衛生費及び第２項 清掃費では、それ

ぞれの目において人件費の補正をお願いしております。 

以上、議案第４０号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）につ

いて、住民生活部が所管する内容についての説明とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

議案第４０号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）について

は、当委員会の所管にかかる事項について報告を受けたことを確認します。 

次に、（２）国民健康保険税の適正な税率等について、理事者の報告を求め

ます。 猪川国保医療課長。 

 

国民健康保険税の適正な税率等についてご報告いたします。 

市町村連携会議におきまして、令和６年度からの第２期奈良県国民健康保険

運営方針の策定に係ります概要が示されましたので、その主なものについて報

告させていただきます。資料１の１ページ目をご覧ください。 

初めに標準的な収納率の設定でございます。昨年度に合意されました令和６

年度から８年度までの標準的な収納率につきまして、町村が９９％、市が９

８％で実施することとなっておりましたが、これにつきましては、表の左側に

ございますように、各市町村の実績からも実現可能な水準であることが確認さ

れたため、この基準で進められるものとなっております。ただし、奈良市に関

しましては、保険者規模が大きいという構造的な要因から、収納対策のとりく

みの効果が反映されるのに一定期間を要していることから、暫定的に９７％と

されるものの、令和８年度には他の市部の基準と同等にすることを目指しまし

て、段階的に引き上げられるものとされております。 

続きまして、裏面の資料２ページ目をご覧ください。納付金の補正制度の導

入であります。納付金は、県が本算定時に見込んでおりました市町村ごとの所
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得水準や、被保険者数、世帯数に基づきまして配分された額で固定されている

ことから、これらの数値が実績値と乖離することとなった場合、各市町村の納

付金財源でございます保険税収入に過不足が生じることとなりますので、統一

後の運営の中では、市町村の責めによらない納付金財源の過不足を生じさせな

い仕組みとするため、実態に即した納付金額となるよう納付金を補正する制度

が導入されることとなっております。以上が主な概要でございますが、第２期

の運営方針につきましては、令和６年１月に開催されます奈良県の国民健康保

険運営協議会に示され、３月には公表されていく予定となっております。 

なお、令和６年度の国民健康保険事業費納付金の仮算定額が示されましたの

で、来たる１２月１４日に斑鳩町国民健康保険運営協議会を開催させていただ

き、令和６年度の税率について、諮問させていただくこととしております。 

また、来年１月下旬には納付金の本算定額が示される予定ですので、その時

点でもあらためて、本運営協議会を開催してまいりたいと考えております。 

国民健康保険税の適正な税率等についてのご報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（３）西和医療センターの移転・再整備について、理事者の報告を求

めます。 北住民生活部次長。 

 

西和医療センターの移転・再整備についてご報告させていただきます。 

去る１２月１日に、県において西和医療センターの移転先の候補地が決定さ

れ、公表されましたので、その内容についてご説明いたします。資料２をお願

いいたします。本資料は、その際に県が公表した資料であります。 

候補地として挙げられていました５町９か所の中から、県で比較検討された

結果、移転候補地は、当町のＪＲ法隆寺駅南側地区に決定されました。比較検

討の基準としましては、アクセス性、敷地条件、整備スケジュール、整備費用

の四つの観点で、あわせて２４項目について、１項目５点満点で採点する方式
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副町長 

 

 

 

 

 

 

 

がとられ、全地区の中で、ＪＲ法隆寺駅南側地区が８９点で最高得点となりま

した。今後の予定につきましては、令和１３年の開院に向けて、令和６年度の

早い段階で基本計画を作成されると聞いております。 

当該地区におきましては、奈良県とのまちづくり連携協定の対象エリアに含

まれており、町といたしましても、都市機能の集積化の検討を進めている地区

であり、西和医療センターの移転・再整備にあわせて、県と町、双方の事業に

相乗効果を発揮すべく、一体的な整備に向けて検討を進めてまいりたいと考え

ているところです。そこで、今後、新たな情報や事業の進捗につきましては、

建設水道常任委員会において報告をさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

以上、西和医療センターの移転・再整備についてのご報告とさせていただき

ます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

中川議長。 

 

法隆寺駅の真南側やねんけど、町としての考え方やけど。駅から西和医療セ

ンターに通じるアクセス道路って、計画する気でいてはるのか、いてはらへん

のか、そこらどうですやろ。 

 

加藤副町長。 

 

この南向きの広いエリアに現在、県のほうが西和医療センターの配置を考え

ております。概ねだいたい７万㎡程度ございますけれども、まず位置自体がま

だ全然決まっておりませんので、そのあたりにつきましては、今後、西和医療

センターがどういった位置、設置を検討されているとか、そういった関係を具

体的に調整させていただいた以後に、どういった駅からのアクセスですとか、

県道からのアクセスとか、そういったところ、まず位置が決まってから、検討

していくということになりますので、ご理解賜りますようお願いします。 
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副町長 

 

 

 

委員長 

 

 

濱委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

子育て支

援課長 

 

 

よろしくお願いします。このざっくりした赤点の中にたぶん谷村さんか、経

営してはるローソン、この赤点の中に入ってあると思うねんけど、この辺は県

と谷村さんとの話はできてんのかな、そこわかってたら教えてください。 

 

県のほうは、具体的にある程度、蓋然図じゃないんですけども、大まかな地

図で示されております。町として情報提供させていただいているのは、ローソ

ンの部分を除いた形で提供させていただいております。 

 

ほかにございませんか。 

濱委員。 

 

すぐにニュースで流れたのを聞いた住民さんが、すごく、近くにできるとい

うので期待も持ってはるということで、まだ先の話ですけれどもね。よかった

ねという声がたくさん聞こえてくるんです。そういう、斑鳩町だけでなく、医

療機関というものが、しっかりしたものが近いところにあるということはもの

すごく安心感があるというか、そういったことで期待もされておりますので、

ぜひとも、しっかりとした良い医療センターができるように、議会もそうです

けども、町もしっかりと、とりくんでいただきたいと思います。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

他に、理事者側から報告しておくことはございませんか。  

中尾子育て支援課長。 

 

子育て支援課より１点報告いたします。 

国におきまして、所得税などの定額減税の恩恵を受けられない世帯への支援

策といたしまして、調整が進められております、低所得世帯の１８歳以下の子

どもへの給付金につきまして、現時点において、国からの情報提供はございま
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委員長 

 

せんが、制度の詳細が確定しましたら、できる限り早く支給を行うため、補正

予算の専決処分により対応させていただきたいと考えておりますので、ご理解

賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

ほかにございませんか。 東浦環境対策課長。 

 

環境対策課のほうから、ごみ収集作業中に事故が発生いたしましたので、そ

の概要をご報告させていただきます。 

去る１２月４日月曜日、午前９時４５分頃、不燃ごみ回収のため、法隆寺南

１丁目地内道路を国道２５号線に向かい北上していた際、道が狭いためダンプ

トラックの飛散防止装置であります天板を閉めた状態でございましたが、集積

所付近で不燃ごみを回収するため、天板を開けようとしたところ、法隆寺南１

丁目１１番３号 福井悦子氏宅の外壁に天板が接触し、外壁の一部を損壊する

という事故が発生いたしました。当日、収集作業をしておりましたのは、環境

対策課 衛生処理場の堀内伸一と島村憲裕であり、収集車運転及び天板操作を

行いましたのは堀内であり、島村は同乗者でございました。 

普段は、事故現場より少し北側の三差路の少し広い場所で天板を開閉してお

りましたが、事故当日は福井氏宅東側において、天板を開いてしまったことや

運転手や同乗者による周囲確認が不十分であったことが原因と思われます。 

周囲確認を怠ることは、ひとつ間違えれば大きな事故につながるところで、

現場職員には改めまして、作業中や運転中には細心の注意を払うよう指導した

ところでございます。 

なお、現在、被害者とは損壊した民家外壁の修理につきまして協議させてい

ただいており、示談の時期によりましては、損害賠償の額の決定及び一般会計

補正予算につきまして専決処分させていただく場合がございますので、あらか

じめご了承いただきますようよろしくお願い申しあげます。 

以上、環境対策課からのご報告とさせていただきます。 

 

これらの報告について、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

中川議長。 



 - 21 - 

 

議 長 

 

 

委員長 

 

環境対策

課長 
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

今の事故の報告やねんけど、天板というのは自動で、モーターで上がり下が

りするのかな。 

 

東浦環境対策課長。 

 

はい、さようでございます。 

 

それは車内にボタンあって、車内から押したと思うねんけど、結構幅広いか

ら両サイドに広がると思うねんやんか。それ車内から見てたら、狭いから当た

る当たらへんっていうのは確認でけへんやんか、運転手は。そこら、補助者が

外で見ているとか、そういう対応はしているんかな。 

 

対応といたしまして、当日も同乗者であります島村が外に降りてしておりま

したが、開いて当たる前に気づくのが遅くなりまして、その指示をできなかっ

た状態で接触したということを聞いております。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、各課報告事項については終わります。 

４．その他について、各委員から質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、その他については終わります。 

次に、継続審査について、お諮りします。 

お手元に配布しております申出書のとおり、当委員会として引き続き調査を

要するものとして、このように決定することにご異議ございませんか。 
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委員長 

 

 

 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう、よろ

しくお取り計らいをお願いします。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了しました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただき

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり、町長の挨拶をお受けします。 

中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、厚生常任委員会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

（ 午前９時５１分 閉会 ） 

 


